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　私は、昨年１１月より、林病院の後期研修医になりました。

初期研修を終えた時、精神科に行こうか迷ったのですが、

その時は別の科に進みました。しかし、やはり精神科をし

たいという気持ちが強くなり、精神科の後期研修ができる

病院を探していました。その中で林病院を訪問させてもら

いました。その時林院長とお会いしたのですが、優しい人

柄に触れ、しかも指導医になって直接丁寧に指導して下さ

ると聞き、この先生に教えてもらえるならと決めました。

また、入院数も県内有数で、豊富な症例に触れられること

も決め手となりました。

現在は急性期病棟で受け持ち患者を数人持ち、林先生と相

談しながら治療をしています。また、外来診察も５月より

させてもらうようになりました。自分の性格は、温厚・マ

イペース、一方で柔軟性がないという欠点があると思って

いるのですが、それを許容してもらいつつ、できる業務範

囲を徐々に広げることが可能な環境にあり、本当にありが

たいと思っています。自分も将来は先生方のような懐深い

診療ができる様、学んでいきたいと考えています。

また、医師だけでなくスタッフの皆さんも親切に関わって

くれ、気兼ねなくお話しや相談ができます。そんなアット

ホームな雰囲気の中で研修ができています。

「アットホームな

雰囲気の中で

のびのびと」

  後期研修先は民医連にこだわることなく探していましたが、研修医でも責任をもっ

て自由にやらせていただけるという条件でえていたのた。そんな折、初期研修２年目

の１１月に民医連の精神科医が集まって名古屋の路上生活者の精神疾患スクリーニン

 グの調査が行われるということで参加させていただきました。  １００人を超える路

 上生活者の精神疾患スクリーニングと知能検査を行うことができ、  これだけの大規

模な調査ができるのは全国組織の強みであり、また同じような問題意識をもっている

    からこそできたのだと感心し、自分がこれから疫学調査などに興味をもったとき

          にも民医連に残っていることのメリットは大きいと感じ吉田病院を選びま

          した。今はまだ精神科に慣れ始めたばかりですが、ようやく自分が

          長年就きたかった仕事をさせていただけるようになり、やはり

          責任をもちながら自由にやらせていただける環境で幸せを

           感じながら研修させていただいています。

　先日、民医連主催の精神科研修交流集会に参加させても

らいました。そこで他の精神科病院の研修医と交流ができ

ました。一人前の精神科医を共に目指す仲間が全国にいる

ことは心強いなと感じています。

　その交流集会で研修報告をした時にもお話ししたのです

が、私の現在の趣味は卓球です。昼休みなどにスタッフだ

けでなく患者さんを捕まえて一緒にしています。卓球を通     

じて患者さんと距離を縮めていきながら、患者さんを支え

られる医師になりたいと思います。

研修医の

　とある一日

 8：00　指導医と論文抄読

 8：25　医局申送りに参加

 8：30　病棟申送りに参加

 9：00　クリニック外来診察

12：30　昼休みに職員 (OR 患者

        さん）と卓球

13：30　病棟カンファレンス

15：30　病棟診察

民医連精神科

研修のすすめ
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　精神科は子どもからお年寄りまでライフサイクル全般に

わたり、また家庭、学校、職場など地域においてもニーズ

が広がっています。街中にはクリニックが増えて気軽に受

診できるようになりましたが、まだまだニーズには追い付

いていない状況です。最近ではうつ病、認知症、発達障害

などの相談が増えた印象です。

　「目の前に相談に来られた患者さんやご家族と共同して

問題を解決すること」これが医師に求められることです。

解決にあたっては他のスタッフや関連機関との連携が必要

です。どう組み立てるかは医師の大切な役目ですが、それ

もまたワーカーやケアマネジャーの協力を要します。

　例えば目の前の患者さんが地域で生活を希望する統合失

調症の方ならば、グループホームを開設して訪問看護やヘ

ルパーの協力で支えます。家族を困らせるアルコール依存

症ならば、断酒会と連携します。在宅での介護が困難となっ

た認知症の方の増加にはデイケアを開設し、施設と連携し

て治療や介護に取り組んでいます。

　以前、別の病院で研修してきた医師が、「院長、ケースワー

カーに治療について口を挟まれました。」と血相を変えて訴え

てきたことがあります。当院では患者さんの治療によかれと

思えば、どんな職種でも意見を述べることは当たり前です。

逆に彼がどんな研修を受けてきたのだろうかと驚きました。

精神科のスタッフはとても協力的です。皆さん私達と一緒に

精神科医療に取り組んでみませんか。
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